








社会と隔絶状態になるような話になっている。ペロー(Charles Perraut; Contes de 
Perrault)の「眠りの森の美女 La belle au bois dormant」やグリム(Brueder Grimm; 










 ペローの「ろばの皮 Peau-d'Ane」、グリムの「千匹皮 Allerleirauh」（イタリアでは「木

















G. Frazer; The Golden Bough. ed. by R. Fraser. Oxford University Press. 1994. p.686）。 























    
 2．男のばあい 
 男子にもまた同様の話がある。グリムでは、「ろばのわかさま Das Eselein」「ハンスはり














  似たものとしては、グリムには「熊の皮をきた男 Der Baerenhaeuter」とか「悪魔のす



































































































































































































書店 第 5 巻 191 頁以下 参照)。 








平成 12 年 5 月         『HABITUS』（西日本応用倫理学研究会）通巻 7 号  1~12 頁 
 







   
